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CurrentlyjGermanwheatyieldis7.0t/hahigherihanJapaneseyields.Inthisstudyjweinvestigatediom
threeperspectiveswhywheatyieldishigherinGermanythaninJapan:thecharacteristicsofthewheatfarms,
cultivationtechniques,andregulationsonwheatquan句classifcationandmarketing.Germanwheatfarmers
cultivatewheate随cientlyusmghigh-poweredmachinerymlargefelds.Theymanagetheirfarmsintensively
despitelilelargescale.Germany'swheatissoldbythequalitygroup.Farmerscansellmixturesofseveral
varietiesihatareclassifiedinihesamequali1ygroups.Thismarketingsystemencouragesfarmerstointroduce
newvarietieswithstro11gerdiseaseresistanceandhigheryield.Incontrast,Japanesefarmersmanagemuch
smallerfields,haveaccesstosmall-poweredmachineryandsellwheatbythevarietiesduetothemarketing
regulations.Japanesefarmersshouldconsiderconsolidatinglheirfeldstotakeadvantageofeconomiesofscale
andshoulddevelopnewcultivationtechniquesappropriatefOrihisrevisedapproach・TheJapanesegovernment
shouldalsolookfOrwaystoencouragefarmerstointroducenewvarieties.
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関根久子ら：小麦収量水準格差の形成要因-LI本とドイツの比較分析一 5１

件の整備はまず図っていく必要がある
また，技術的側面としては‘合理的な輪作体系を

確立し，地力の維持・向上を進める中で，窒素反応
の高い品種を導入しながら，追肥を中心に多収を実
現できる栽培技術の構築が求められる．繰り返しに
なるが，ドイツでは、稠密な栽培管理の実現が収量
水準の確保につながっていたことを忘れてはならな
い．特に､的確な栽培技術に基づく周到な管理がな
されていると理解すべきであろう．この点からも，
日本における小麦栽培技術の再検討が求められてい
るといえる
さらに，制度的な側面としては，都道府県単位の

奨励品種・産地品種銘柄ではなく，優れた品種は都
道府県に関係なく栽培できる仕組みの構築が求めら
れるまた外観等級ではなく製粉段階での成分によ
る品質評価を中心とし，同じ品質であれば複数品種
を混合しても生産者の収入が低下しない仕組みの構
築も必要である．こうした制度的条件が整えば，よ
りよい特性を持った品種が早期に普及していく環境
が整術できるこのような制度的条件は長い歴史が
あり，短期的に改善していくことは困難ではある
が，しかし，これら品種の開発・普及に関わる制度
的条件の変更なしに新品種の普及を促進し，収量向
上を実現することもまた難しいのである．
本稿では日独における小麦の収量格差に関する

要因分析を経営的・技術的制度的条件という３つ
の観点から明らかにしてきたしかしながら，各々
の要因がどの程度．収量向上に貢献しているのかに
ついては明らかとなっていない．この点について
は，今後分析を進めていく必要がある
さらに．ここでは小麦作に着目したが，海外と比

較した作物の生産性の停滞という状況は他の作物で
も共通する問題であるこれら他の作物に関する分
析も今後実施していく必要がある

ところで，ドイツの小麦作経営による新品種の導
入には，制度的条件によるところが大きいドイツ
における小麦の品質評価方法は，既存品種と比較し
た相対的な評価となっている．これは，生産者にお
いて，基準となる品種よりも品質および収量の面で
優れた品種を選択するといったインセンティブが働
きやすい仕組みである．また．小麦取引については，
産地品種銘柄であるか否かや，外観に関わらず同一
グループ（品質）であれば品種を混合して販売する
ことが可能となっている．こうした取引体制のもと
で．生産者は品種の交替を毎年のように行ってい
る．さらに，ドイツでは品種普及に関わる成果が，
次の品種の開発資金となる仕組みが整えられてい
るこれは，品種の開発と普及が同時に促される体
制である．以上の制度的条件から．ドイツにおいて
は小麦の新品種の普及が促進され，継続した収量向
上を実現しているということができよう

2 ・日本への示唆と残された課題
以上，聞き取り調査に基づきドイツにおける小麦

の収量性が高い要因を経営的，技術的および制度的
条件から分析してきたが，これらは，生産力停滞と
も呼ぶべき状況にある日本農業にも重要な示唆を与
えるものである．このような観点から，日本の小麦
の収量性向上に求められることとして，以下の３点
を指摘したい．
まず，経営的側面としては．農地の面的集積を通

した圃場の連担化，大区画化を図り，大型機械によ
る高精度，高能率な作業が実施できる圃場条件の溝
築が必要である特に圃場条件は，生産性の高い小
麦作経営の形成に不可欠である農地流動化を進め
る中で，日本においても，ドイツの調査対象経営ほ
どではないが,100haを超える大規模経営が成立し
つつある．しかしそれらの経営の多くは，中小区画
の分散圃場での営農を強いられている．これでは真
の生産性向上は期待できない．この点からも圃場条 付記：本稿は．関根久子・梅本雅〈'8)を一部に含む

V . 摘 要

まず，経営的条件としては，ドイツでは面的に集
積された大区画圃場のもとで，大型機械を用いた高
能率な作業が行われており，いわば農場制農業とも
呼ぶべき圃場条件と大型機械を十分に稼動できる規

本稿では，日本の小麦収量の低位性という問題の
解決に向けて，ドイツの小麦作との比較を通して．
収量性を規定している要因を，経営的，技術的．制
度的条件から分析した．
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模的条件が整っていた．また．技術的条件としては，
省力的かつ集約的な技術体系が確立されており，大
規模であっても決して粗放的な管理がなされている
わけではなかったさらに制度的条件としては．
既存品種と比較した品質評価方法がとられている点
や，産地品種銘柄であるか否かや，外観に関わらず
同一グループ（品質）であれば品種を混合して販売
することが可能となっている点があげられるこう
した品質評価および取引体制は．生産者の品種変更
を阻害せず，新しい品種，つまり収量性が高い品種

のより迅速な普及，さらには開発を加速している．
このようなドイツにおいて高い収量水準を実現し

ている条件を踏まえると，日本においても今後は
農地の面的集積による圃場の連担化・大区画化を通
して小麦作の一層の規模拡大を図るとともに，窒素
反応の高い品種を導入しながら，追肥を中心に多収
を実現できる栽培技術を構築していくこと，さら
に，その前提となる新品種の早期の普及が促進され
るための制度面での改善を図っていく必要がある
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